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　従来の「読むこと」の学習指導においては教科書教材中心・教師主導の技能的な授業が多く、児童
が受動的な読みしかできず、読書生活にもつながらないという問題があった。これを改善するため、
小集団の読書会プログラムであるリテラチャー・サークル（LC）を活用し、３年生と６年生において
二つずつ単元を開発した。本研究を通して、LCによる読書単元が、説明的な文章においても文学的な
文章においても主体的に読む能力を育成し、考えの形成をするために有効であること、早期に行うこ
とで協働的に探究する態度や読書の楽しみを他者と分かち合う態度を養うことが明らかになった。今
後は、継続的に学習指導を行うため、他の学年においてもLCを活用した単元開発をしていきたい。

　大網白里市には、博物館や資料館等の地域の歴史や文化を伝える場所がないという実態がある。そ
のため、児童は地域の歴史に関する関心が低く、自分が町をつくる一人だという自覚も低い実態があっ
た。そこで、社会科学習において大網白里市デジタル博物館を活用することで地域の歴史を身近に感
じ、自分が地域社会の一員であると思えるようにさせたいと考えた。政治学習では、「デジタル博物
館の立ち上げ」を題材として市の施策をどのように実現させたのかを学び、歴史学習ではデジタル博 
物館の活用を通して、国の歴史と地域の歴史を関連させて理解を深めた。その結果、市の歴史や文化
財を自分にとって身近で大切なものと考え、受け継ぎ、守りたいという思いが高まった。研究成果を
広めていきたい。

　平成29年改訂学習指導要領では、「主体的に学習に取り組む態度」とはどのような姿なのか具体的に
示されていない。また、高度情報化社会で児童が生きることを見据え、「Ｄデータの活用」領域が新設
され、統計的な内容等の改善・充実が図られた。そこで、統計的な学習における主体的に学習に取り
組む態度とはどのような姿なのかを、具体的に体現する授業を構想する必要があると考えた。本研究
では、第３学年の「表と棒グラフ」の学習の段階でPPDACサイクルを回して、問題を見い出したり、
目的をもってデータを集めたり、分析したりする主体的に学習に取り組む態度を体現することができた。
今後は主体的にも、統計的にもより質の高い児童の姿を体現できるように研究を深めていきたい。
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主体的に読んで自分の考えをもち協働的に探究
する読書単元の開発
-リテラチャー・サークルの実践を通して-

地域社会の一員としての自覚を高める小学校歴史学習の在り方
-デジタル博物館の活用を通して-

主体的に学習に取り組む態度を育てるための指導の在り方
-統計的な問題解決活動の素地づくりを通して-
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　GIGAスクール構想により１人１台端末が導入されたが、調べ学習をしたり動画撮影をしたりする
ことが、文部科学省が求めるICTを用いた個別最適な学びと言えるのか疑問であった。そこで第４学
年を対象に、マット運動におけるICTを用いた個別最適な学習を探求した。個々のめあてや振り返り
に応じ、達成度を視覚化できるワークシートや技のポイントを見付け、自己の課題発見につなげるデ
ジタル教材を作成し、自己の運動課題を発見させた。その結果、課題解決に向けて主体的に学習に取
り組む姿勢が育まれ、思考力・判断力や技能が向上した。報告書には作成したデジタル教材の概要、
指導案にはダウンロードできるリンクがあるので、多くの先生に活用してもらい器械運動の楽しさを
広めていきたい。

　全ての児童が毎日楽しく学校に通えるようにするにはどうすればよいか。その方法の一つとして、
自己有用感を高めることが有効であることが先行研究から分かった。自己有用感を高めるために、道徳科
を要とし、道徳ノートを対話のハブツールとした関わり合いに重点を置き、道徳教育プログラムを開発し
実践を行った。道徳科と学級活動及び行事等を関連させ、家庭とも連携したプログラムの中で、自分
や互いのよさについて気付いたり認め合ったりする活動を通して、自己有用感の変容を分析した。そ
の結果、児童の記述分析や抽出児の変容などから、一定の成果が見られた。今後は書く活動が苦手な
児童の支援方法や児童が主体的に進める対話活動の工夫、家庭との連携などについて検討していく。

　知的障害のある児童の実態を把握するための「音楽に関する実態把握表」、授業づくりをするための
「音楽科授業モデル学習指導案」、目標と内容が明確になる「題材の段階別評価規準表」、学習意欲を高 
め、表現する力を引き出すことができる「音楽科授業づくりチェックシート【特別支援学校版】」を作
成した。これらを活用することで、指導・支援の有効性を示すとともに、実態に応じた目標と内容を
明確化した音楽科の授業づくりをすることができた。
　文部科学省著作教科書（星本）用CDを作成したので、音楽科授業づくりで困っている学校現場で
参考資料・音源としてぜひ活用してもらいたい。
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マット運動におけるICTを活用した課題発見する
力の向上に向けて
-自作デジタル教材を通した個別最適な学習を目指して-

自己有用感を高める道徳教育プログラム
-道徳ノートを活用した関わり合いを通して-
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学習意欲を高め、表現する力を引き出すこと
ができる音楽の授業づくりを目指して
-知的障害のある児童一人一人の実態に応じた目標と内容の明確化-

特別支援教育
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　所属校は、知的障害のある児童生徒が通う特別支援学校である。今日、学習指導要領やGIGAスクー
ル構想等でICT機器の利活用推進が掲げられているが、所属校の作業学習においても、ICT機器の活
用方法等について課題がある。そこで、本研究では、高等部作業学習においてICT機器を活用した授
業（一斉学習、個別学習、協働学習）を実践し、その結果、各学習場面でのICT機器活用の有用性や
改善点を明らかにすることができた。今後は、ICT機器の操作や実践方法をまとめた「市原特別支援
学校高等部版作業学習ICT活用マニュアル」と「市原特別支援学校高等部版作業学習ICT活用マニュ
アル（生徒用）」を活用していき、生徒のよりよい学びを目指すとともに、ICT機器を活用した授業の
充実を図っていく。他校の参考にしていただければ幸いである。

　数十名の教師に「自校で教育相談は機能しているか」と問うと、『教育相談週間があるから機能して
いる』『教育相談週間があるだけで機能はしていない』等と教師によって捉え方が様々であることが浮
かび上がった。そこで、教育相談の共通の視点を明確にし、個々の教師が日常の学校生活で具体的に
理解できる手立てが必要だと考えた。本研究では、前述の視点となる15項目の「教育相談基礎力リスト」
を作成し、若年層教員を対象に活用の実践を試みた。その結果、教師自身が自己を振り返ることを通し、
教育相談の共通の視点を認識することができ、日常で活用できるリストであることが明らかになった。
今後は、より多くの現場で活用できるよう、研修の場や教育相談部会等で広めていきたい。

　学校現場では、これまでの常識だけでなく新たな取組や発想の転換が求められている。ホテル ザ・
マンハッタンでの研修を通して、ホスピタリティ、障害者雇用の実態、組織づくりについて学ぶことが、
日頃の保護者対応、進路指導、新たな時代の学校づくりに生かせると考えた。研修ではホスピタリティに
基づく「最後まで聞く姿勢」や「OJT」、「マルチジョブ」、情報を共有する仕組みを学ぶことができた。
　迅速な情報共有や「最後まで聞く姿勢」は保護者対応に、障害者雇用の実態は生徒への進路指導に、

「OJT」や「マルチジョブ」の考え方は業務改善に生かすことができる。職員研修での周知や校内研修
体制への導入を通し、信頼される学校づくりを図っていきたい。
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教育相談基礎力リストの作成と実践
-教育相談における共通の視点を明らかにするために-

企業がもつ経営手法と求めるコミュニケーション力を学ぶ
-保護者対応と進路指導に生かすために-
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知的障害特別支援学校のICT機器を活用した授業改善
-タブレット型端末を用いた高等部作業学習の取組を通して-

特別支援教育課題


